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福山市の北部、標高400ｍの山の上にある集落
で暮らす太田さわちゃん（7）、登季子ちゃん（3）、
菜蕗ちゃん（１）3姉妹。
3年前、家族で築100年の家に引っ越してきまし
た。自然豊かな地域でのびのび育っています。
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東
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島
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高
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向
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寛
二
さ
ん（
83
）

　
　 

美
奈
子
さ
ん（
83
）

む
か
い
は
ら

か
ん

じ

み

な

こひろしま
のうさい

安心と信
頼を届けるコミュニケーション紙
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集 
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清
掃
用
品
の
レ
ン
タ
ル
や
販
売
を
行
う

会
社
に
勤
務
し
て
い
て
、
１
日
に
20
〜
30

件
の
企
業
や
お
宅
を
訪
問
し
ま
す
。
マ
ッ

ト
や
モ
ッ
プ
の
交
換
に
伺
う
際
に
は
、
元

気
よ
く
大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
す
る
こ
と

を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
祖
父
母
が
お
米
を
作
っ
て
い
る
の
で
、

毎
年
春
に
は
田
植
え
の
手
伝
い
を
し
て
い

ま
す
。
家
族
み
ん
な
で
作
業
す
る
の
は
楽

し
い
で
す
ね
。

下
岡 

茉
央
さ
ん
（
19
）

し
も
お
か

ま

お
庄
原
市
総
領
町

き
ら
り

　
共
済
委
員
を
務
め
て
27
年
。
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。

　
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
小
学
校
で
米
や
野
菜
の
作
付
け
か
ら
収

穫
ま
で
を
指
導
し
て
い
ま
す
。
農
業
の
喜
び
、
楽
し
み
を
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
は
、
農
家
に
出
向
き
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
り
、
し
っ
か
り
向
き
合
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の

第
5
回 
通
常
総
代
会
開
催

第
5
回 
通
常
総
代
会
開
催



　
広
島
県
農
業
共
済
組
合
（
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広

島
）
の
第
５
回
通
常
総
代
会
を
、
６
月
12
日
に

広
島
市
南
区
の
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
21
広
島

で
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
代
総
数
１
５
３
人
の
う
ち
1
4
8
人
（
本

人
出
席
65
人
、
書
面
出
席
83
人
）
の
出
席
を
い

た
だ
き
、
今
年
度
の
事
業
計
画
や
業
務
収
支
予

算
等
に
つ
い
て
10
議
案
が
慎
重
に
審
議
さ
れ
、

全
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
度
は
、
農
業
共
済
制
度
と
収
入
保

険
制
度
の
両
制
度
を
柱
に
、
農
家
経
営
の
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
農
家
・
組
合
員
の
皆
さ
ん
を
支

援
す
る
取
り
組
み
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
広
島
県
農
林
水
産
局
長
、
農
林
水
産
省 

中
国
四
国
農
政
局
広
島
県
拠
点 

地
方
参
事

官
か
ら
、
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

03 02

全
10
議
案
を
承
認
可
決

祝
辞
を
い
た
だ
い
た

来
賓

組
合
長
あ
い
さ
つ

議長を務められた

佐伯 知省 総代（神石高原町）

広
島
県
農
林
水
産
局

上
仲 

孝
昌 

局
長

　
農
業
共
済
制
度
は
制
度
発
足
以
来

70
年
以
上
に
わ
た
り
、
国
の
農
業
災

害
対
策
の
重
要
な
柱
と
し
て
、
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
本
年
４
月
に
改
正
農
業
災
害
補

償
法
が
施
行
さ
れ
、
農
家
負
担
軽
減

な
ど
の
観
点
か
ら
大
幅
な
見
直
し
が

行
わ
れ
、
法
律
名
も
「
農
業
災
害
補

償
法
」
か
ら
「
農
業
保
険
法
」
に
改

め
ら
れ
ま
し
た
。

　
近
年
、
記
録
的
な
集
中
豪
雨
や
台

風
、
大
雪
等
の
自
然
災
害
が
頻
発
す

る
傾
向
に
あ
る
中
、
農
業
経
営
の
安

定
の
た
め
、
農
業
共
済
制
度
の
機

能
・
役
割
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
発
揮

さ
れ
る
よ
う
引
き
続
き
適
正
な
事
業

運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
農
業
保
険
法
の
も
と
、
品

目
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
価
格
低
下

な
ど
を
含
め
た
農
業
収
入
の
減
少
を

総
合
的
に
補
て
ん
す
る
収
入
保
険
制

度
が
平
成
31
年
１
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

い
た
し
ま
す
。
農
業
共
済
制
度
、
収

入
保
険
制
度
の
両
制
度
を
担
う
組
織

と
し
て
、
よ
り
丁
寧
な
制
度
説
明
を

徹
底
し
、
農
家
の
皆
さ
ま
一
人
一
人

の
経
営
実
態
に
即
し
た
制
度
選
択
を

後
押
し
す
る
役
割
を
果
た
し
て
ま
い

る
所
存
で
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
団
体
は
、
本
年
度
か

ら
４
年
間
、
「
安
心
の
未
来
」
拡
充
運

動
を
展
開
い
た
し
ま
す
。
「
よ
り
広

く
、
よ
り
深
く
、
農
家
の
も
と
へ
」
の

行
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
生
産
現
場
に
足
を
運
び
、
農
家

の
皆
さ
ま
に
農
業
共
済
と
収
入
保
険
に

よ
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
を
お
届
け

す
る
こ
と
で
、
農
業
経
営
の
安
定
と
発

展
を
力
強
く
支
え
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
ど
う
か
、
組
合
の
運
営
に
一
層
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

農
業
経
営
の
安
定
と
発
展
を
支
援
す
る

「
農
業
保
険
法
」が
ス
タ
ー
ト

提
出
さ
れ
た

議
案

第
１
号
議
案

第
2
号
議
案

第
3
号
議
案

第
4
号
議
案

第
5
号
議
案

第
6
号
議
案

第
7
号
議
案

第
8
号
議
案

第
9
号
議
案

第
10
号
議
案

平
成
29
年
度
事
業
報

告
書
、
財
産
目
録
、

貸
借
対
照
表
、
損
益

計
算
書
及
び
剰
余
金

処
分
案
並
び
に
不
足

金
処
理
案
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
事
業
計

画
設
定
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
事
務
費

賦
課
額
及
び
賦
課
方

法
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
役
員
報

酬
、
顧
問
料
、
損
害

評
価
会
委
員
、
損
害

評
価
会
支
所
委
員
、

家
畜
診
療
所
運
営
委

員
、
損
害
評
価
員
及

び
共
済
委
員
等
の
手

当
支
給
額
に
つ
い
て

 

平
成
30
年
度
農
作
物

共
済
特
別
積
立
金
の

取
崩
し
額
に
つ
い
て

 

平
成
30
年
度
に
お
け

る
借
入
金
の
最
高
限

度
額
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
余
裕
金

預
入
先
決
定
に
つ
い

て事
業
規
程
の
一
部
変

更
に
つ
い
て

損
害
評
価
会
委
員
及

び
損
害
評
価
会
支
所

委
員
の
退
任
及
び
補

充
選
任
に
つ
い
て

家
畜
診
療
所
運
営
委

員
の
退
任
及
び
補
充

委
嘱
に
つ
い
て

農
林
水
産
省 

中
国
四
国
農
政
局

広
島
県
拠
点

那
須 

慎
吾 

地
方
参
事
官
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長本 憲 組合長理事

第5回 通常総 代会開催第5回 通常総 代会開催 農家経営の
総合アドバイザーに
農家経営の
総合アドバイザーに特集

総
代
会
と
は

組
合
員
の
代
表
で
あ
る
総
代
が
、
事
業
計
画

や
予
算
な
ど
の
組
合
運
営
の
意
思
決
定
を
す

る
機
関
で
す
。
通
常
総
代
会
は
事
業
年
度
ご

と
に
１
回
、
組
合
の
理
事
が
招
集
し
ま
す
。



平
成
29
年
度

事
業
報
告

引
受
・
支
払
実
績
の
概
要

　
　

●
法
人
や
大
型
農
家
へ
の
農
地
集
積
が
図

ら
れ
た
も
の
の
、
農
家
の
高
齢
化
等
に
よ

る
離
農
や
生
産
数
量
目
標
の
減
少
に
よ

り
、
引
受
面
積
・
共
済
金
額
と
も
に
減
少

し
ま
し
た
。

●
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
に
よ
る
食
害
お
よ
び

踏
み
倒
し
等
が
県
内
全
域
で
発
生
し
、
一

部
地
域
で
は
病
害
等
が
発
生
し
ま
し
た
。

ま
た
、
前
線
や
台
風
の
接
近
に
よ
る
豪
雨

や
強
風
に
よ
り
土
砂
流
入
や
倒
伏
の
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。

イノシシによる踏み倒し等の被害があった水稲のほ場台風により変形したハウス

台風による外壁の剥離飛び石によるフロントガラスの損傷

●
一
部
地
域
で
作
付
け
を
中
止
す
る
農
家

が
あ
っ
た
も
の
の
、
新
た
に
作
付
け
す
る

法
人
等
や
作
付
面
積
の
拡
大
に
よ
り
、
引

受
戸
数
・
面
積
・
共
済
金
額
が
増
加
し
ま

し
た
。

●
土
壌
湿
潤
に
よ
る
発
芽
不
良
な
ら
び
に

生
育
不
良
が
発
生
し
、
一
部
耕
地
で
獣
害

が
発
生
し
ま
し
た
。

●
未
加
入
者
の
加
入
や
新
規
就
農
者
の
加

入
に
よ
り
、
頭
数
・
共
済
金
額
が
増
加
し

●
他
の
農
作
物
へ
の
作
付
転
換
等
に
よ
り

引
受
面
積
・
共
済
金
額
と
も
に
減
少
し
ま

し
た
が
、
新
規
加
入
に
よ
り
引
受
戸
数
は

増
加
し
ま
し
た
。

●
土
壌
湿
潤
に
よ
る
発
芽
不
良
な
ら
び
に

生
育
不
良
が
発
生
し
ま
し
た
。
中
山
間
部

を
中
心
に
獣
害
、
ま
た
一
部
地
域
で
は
虫

害
が
発
生
し
ま
し
た
。

土壌湿潤による生育不良となった麦

イノシシによる果実の食害

シカによる新芽の食害

ま
し
た
。

●
死
廃
事
故
は
、
肉
豚
の
事
故
増
加
に
よ

り
全
体
の
事
故
頭
数
は
増
加
し
た
も
の
の

全
体
の
共
済
金
は
減
少
し
ま
し
た
。
病
傷

事
故
は
、
乳
牛
・
肥
育
用
成
牛
は
事
故
件

数
・
共
済
金
と
も
に
減
少
し
、
肥
育
用
子

牛
・
種
豚
は
事
故
件
数
・
共
済
金
と
も
に

増
加
し
ま
し
た
。

●
高
齢
化
に
よ
る
栽
培
規
模
の
縮
小
や
廃

園
・
品
種
更
新
等
に
よ
り
、
前
年
度
に
比

べ
て
引
受
面
積
・
共
済
金
額
と
も
に
減
少

し
ま
し
た
。

●
イ
ノ
シ
シ
等
に
よ
る
食
害
や
、
台
風
に

よ
る
果
実
の
落
果
・
傷
果
・
樹
体
の
損
傷

等
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

●
台
風
21
号
に
伴
う
強
風
に
よ
り
施
設
本

体
の
倒
壊
、
被
覆
材
、
施
設
内
農
作
物
を

損
傷
す
る
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
平
成

30
年
１
月
に
は
、
積
雪
に
よ
る
倒
壊
の
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
施
設
内
農

作
物
で
は
ト
マ
ト
の
青
枯
病
、
キ
ク
の
萎

ち
ょ
う
病
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

05 04

●
法
人
等
お
よ
び
個
人
の
新
規
加
入
が

あ
っ
た
も
の
の
、
離
農
に
よ
る
栽
培
中

止
、
高
齢
化
等
に
よ
る
規
模
縮
小
な
ど
で

引
受
戸
数
・
棟
数
・
共
済
金
額
と
も
に
減

少
し
ま
し
た
。

●
建
物
の
解
体
、
無
人
住
宅
の
増
加
等
で

引
受
棟
数
・
共
済
金
額
と
も
に
減
少
し
ま

し
た
。

●
火
災
・
落
雷
事
故
は
前
年
度
に
比
べ
増

加
し
、
自
然
災
害
は
平
成
29
年
１
月
・
２

月
の
積
雪
、
台
風
21
号
の
強
風
に
よ
り
、

事
故
件
数
・
共
済
金
と
も
に
増
加
し
ま
し

た
。

●
高
齢
化
等
に
よ
る
離
農
に
よ
り
引
受
台
数
は

減
少
し
ま
し
た
が
、
法
人
等
の
大
型
農
家
の
新

規
加
入
に
よ
り
共
済
金
額
は
増
加
し
ま
し
た
。

●
全
体
の
約
９
割
が
接
触
や
転
覆
等
の
稼
働
中

に
発
生
し
た
事
故
で
あ
り
、
事
故
台
数
・
共
済

金
と
も
に
増
加
し
ま
し
た
。
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平成29年度　事業実績表

11,917
52

23,368
29,017

1,683
183

1,035
38,682

4,511
110,448

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

1,432,213
735

664,538

123,372
3,661

195,342
126,877,479

1,949,716
131,247,056

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

ha

ha

頭

件

ha

ha

棟

棟

台

23,216
257

73,816

372
257

4,192
110,382

9,904

ha

ha

頭

ha

ha

棟

棟

台

34,227
97

727

921
146

1,127
52,189

3,926

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

農作物（水稲）
農作物（麦）

家 畜

果 樹
畑作物（大豆）
園芸施設
建 物
農 機 具

共済金
（お支払いした共済金）

共済金額
（組合が補償する額） 被害数量

支　払　実　績引　受　実　績

引受数量引受戸数
共済種類

合　計 合　計

386
41

9,080
22,116
28
35

171
873
123
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農
作
物
共
済（
水
稲
）

畑
作
物
共
済（
大
豆
）

園
芸
施
設
共
済

建
物
共
済

農
機
具
共
済

農
作
物
共
済（
麦
）

果
樹
共
済

家
畜
共
済



平成30年度

事業計画

平成30年度

業務収支
予算

　平
成
30
年
度
は
、
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
の
農
業
生
産

体
制
の
構
築
に
向
け
て
、
農
業
共
済
制
度
と
収
入
保
険
制
度

を
総
合
的
に
推
進
し
、
農
業
経
営
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
を

確
実
に
広
げ
て
い
く
取
り
組
み
を
積
極
的
に
展
開
し
ま
す
。

　ま
た
、
適
正
な
損
害
評
価
を
実
施
す
る
た
め
評
価
技
術
の

向
上
を
図
り
、
被
害
の
発
生
時
に
は
、
関
係
機
関
と
連
携
を
と

り
被
害
発
生
状
況
の
早
期
把
握
に
努
め
、
適
期
の
損
害
評
価

に
取
り
組
み
ま
す
。
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　収
入
で
最
も
大
き
い
の
が
、

事
務
費
国
庫
補
助
金
を
主
と
す

る
国
な
ど
か
ら
の
補
助
金
で

す
。
次
が
事
業
か
ら
受
け
入
れ

る
金
額
で
、
組
合
の
事
業
運
営

基
盤
を
強
化
す
る
た
め
の
重
要

な
収
入
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　支
出
で
は
、
人
件
費
・
旅
費

の
次
に
事
務
所
等
の
維
持
費
用

が
大
き
く
、
こ
こ
に
は
光
熱
水

費
、
事
務
機
器
・
公
用
車
リ
ー

ス
料
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。
ま

た
、
事
業
推
進
や
広
報
活
動
の

費
用
に
は
、
共
済
委
員
へ
の
奨

励
金
、
加
入
者
粗
品
、
広
報
紙

の
作
成
費
な
ど
が
含
ま
れ
、
業

務
費
に
は
会
議
費
や
共
済
委
員

等
報
酬
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。 総

額
17
億
９
４
5
5
万
円

役職員の人件費・旅費

事務費

業務費

事業推進や広報活動の費用

事務所等の維持費用など

損害評価に要する費用

損害防止事業に要する費用

税金などの諸税負担

その他

　　　　　　  合　　　計

132,886
4,680
8,812
9,470

12,545
2,460
4,251
1,919
2,432

179,455

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

業務支出
前年度からの繰越金

国などからの補助金

組合員から納められる賦課金

損害防止事業で農家から受入れる金額

預金の利息

事業から受入れる金額

各種引当金戻入

事務機器運用等のための積立から戻入

その他

　　　　　　  合　　　計

業務収入 予算額予算額

《 引受規模と共済金額 》
引受目標総共済金額  １兆3,135億円

面　　積

共済金額

頭　　数

共済金額

面　　積

共済金額

面　　積

共済金額

棟　　数

共済金額

棟　　数

共済金額

台　　数

共済金額

2,329,694ａ
143億1,994万円農作物共済

76,498頭
74億1,421万円家 畜 共 済

40,813ａ
14億234万円果 樹 共 済

25,994ａ
3,737万円畑作物共済

4,397棟
20億3,368万円園芸施設共済

110,410棟
１兆2,688億円建 物 共 済

9,937台
195億3,119万円農機具共済

61
84,608

7,469
1,113
6,125

67,881
6,105
1,366
4,727

179,455

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

《機構図》 組合員

総代会

理事会

本　所

損害評価会監事会

東
広
島
家
畜
診
療
所

家
畜
臨
床
研
修
所

三

次

支

所

福

山

支

所

世

羅

支

所

東

広

島

支

所

北

広

島

支

所

広

島

支

所

北
広
島
家
畜
診
療
所

府
中
家
畜
診
療
所

庄
原
家
畜
診
療
所

三
次
家
畜
診
療
所

廿
日
市
出
張
所

安
芸
津
出
張
所

江
田
島
連
絡
所

　平
成
29
年
度
「
信
頼
の
き
ず
な
」
未
来
に
つ
な
げ

る
運
動
に
お
い
て
、
優
秀
な
成
績
を
挙
げ
ら
れ
た

方
々
に
感
謝
状
並
び
に
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

「
信
頼
の
き
ず
な
」

未
来
に
つ
な
げ
る
運
動
表
彰

平
成
29
年
度

  

全
国
農
業
共
済
協
会
長
表
彰

●
建
物
共
済
（
個
人
）（
敬
称
略
）
　

　大
内 

久
雄
（
広
島
市
東
区
）

 

　松
尾 

正
義
（
北
広
島
町
）

 

　広
田 

辰
次
（
東
広
島
市
）

 

　植
永 

洋
子
（
世
羅
町
）

 

　赤
木 

卓
司
（
神
石
高
原
町
）

 

　竹
下 

誠
（
庄
原
市
）

  

広
島
県
農
業
共
済
組
合
長
表
彰

●
建
物
共
済
（
個
人
）（
敬
称
略
）
　

　森
山 

行
則
（
広
島
市
佐
伯
区
）

 

　川
角 

一
郎
（
安
芸
高
田
市
）

 

　泉 

明
香
（
大
崎
上
島
町
）

 

　森 

英
美
（
世
羅
町
）

 

　皿
海 

玉
樹
（
福
山
市
）

 

　寺
道 

弘
生
（
三
次
市
）

本所
支所
出張所

連絡所
家畜診療所等

呉市
下蒲刈町・蒲刈町

豊浜町・豊町

呉市
音戸町・倉橋町

呉市
川尻町・安浦町

東広島市
安芸津町

大崎上島町
尾道市

尾道市

尾道市 福山市

府中市

世羅町

神石高原町

庄原市

三次市

安芸高田市

北広島町

安芸太田町 世羅支所

三次支所

北広島支所
北広島家畜診療所

本所・広島支所

廿日市出張所
北広島家畜診療所駐在

江田島連絡所

三原市

三原市
東広島市

竹原市

広島市

江田島市

府中町
海田町

熊野町

呉市

坂町

広島市
佐伯区

廿日市市

大竹市

福山支所
府中家畜診療所駐在東広島支所

家畜臨床研修所
東広島家畜診療所

三次家畜診療所

安芸津出張所

府中家畜診療所

庄原家畜診療所

広島県農業共済組合
本所・支所等の区域

特 集 第5回 通常総代会開催第5回 通常総代会開催



　平
成
30
年
度
か
ら
加
入
申
請
が
始
ま
る
収
入
保
険
制
度
の
推
進
お
よ
び
農
業
共
済
制
度
の
円
滑
な
事

業
推
進
の
た
め
、
事
業
部
に
収
入
保
険
課
を
新
設
し
、
農
産
園
芸
課
お
よ
び
果
樹
任
意
課
に
再
編
成
し

ま
し
た
。
ま
た
、
北
広
島
家
畜
診
療
所
廿
日
市
分
室
お
よ
び
府
中
家
畜
診
療
所
福
山
分
室
は
廃
止
と
し

ま
し
た
が
、
駐
在
と
し
て
獣
医
師
を
配
置
し
ま
す
。

09 08

参
事 

沖
田 

康
照

《
監
査
室
》

室
長 

三
好 

富
生

　
　 

竹
田 

靖

　
　 

岡
本 

大
祐

《
総
務
部
》

部
長 

藤
原 

信
彦

■
総
務
課

課
長 

伊
藤 

立
真

　
　 

川
邉 

龍
蔵

　
　 

廣
山 

聖
志

　
　 

稲
岡 

大
介

　
　 

下
奥 

有
華

　
　 

松
谷 

祐
季

■
経
理
課

課
長 

有
木 

透

　
　 

小
林 

公
美
子

　
　 

内
藤 

雅
史

　
　 

山
﨑 

奈
緒

■
企
画
情
報
課

課
長 

湯
浅 

豪

　
　 

石
井 

優
二

　
　 

石
丸 

貞
之

　
　 

髙
畑 

武
生

　
　 

喜
藤 

陽
香

　
　 

谷
本 

義
樹

　
　 

横
関 

麻
衣

　
　 

岡
崎 

翔
太

　
　 

蔵
下 

依
子

《
事
業
部
》

部
長 

三
浦 

眞
治

■
農
産
園
芸
課

課
長 
稲
場 
信
昭

　
　 

上
中 
敏
和

　
　 

元
村 
弘

　
　 

岩
見 

宏
伸

　
　 

京
極 

真
一
郎

　
　 

高
橋 

諭
史

　
　 

松
本 

一
樹

■
果
樹
任
意
課

課
長 

岡
野 

点

　
　 

大
下 

尚
紀

　
　 

山
口 

貴
雅

　
　 

白
石 

美
智
香

　
　 

竹
内 

貴
法

　
　 

桝
本 

さ
お
り

　
　 

奥
田 

誠

■
収
入
保
険
課

課
長 

狭
間 

法
好

　
　 

西
部 

吉
次

　
　 

地
京 

弘
敏

《
家
畜
部
》

部
長 

大
川 

雄
三

■
家
畜
課

課
長 

前
田 

陽
平

　
　 

宮
田 

俊
昭

　
　 

教
蓮 

嘉
昭

　
　 

江
口 

佳
菜

　
　 

江
崎 

譲

■
家
畜
臨
床
研
修
所

所
長 

国
重 

俊
治

　
　 

黒
瀬 

智
泰

　
　 

髙
嶋 

実
和

■
東
広
島
家
畜
診
療
所

所
長 

国
重 

俊
治(

兼
務
）

　
　 
黒
瀬 

智
泰(

兼
務
）

　
　 
向
井 

裕
次
郎

　
　 
林
原 
安
里

　
　 

石
橋 
一
郎

■
北
広
島
家
畜
診
療
所

所
長 

大
下 

克
史

　
　 

酒
井 

亮

　
　 

石
橋 

朝
子

　
　 

鈴
木 

直
樹

　
　 

伊
藤 

弥
毅

　
　 

大
塚 

緑

　
　 

志
村 

実
香

　
　 

大
田 

哲
夫

　
　 

中
谷 

啓
二

■
府
中
家
畜
診
療
所

所
長 

竹
内 

泰
造

　
　 

岡
本 

誠

　
　 

金
子 

宗
平

　
　 

堀 

香
織

　
　 

稗
田 

優

　
　 

金
本 

淳
也

　
　 

秋
田 

真
司

　
　 

石
川 

生
夫

支
所
長

　
　 

前
田 

智
子

■
管
理
課

課
長 

升
田 

雅
弘

　
　 

大
下 

育
栄

■
事
業
課

課
長 

西
川 

正
文

　
　 

岡
田 

文
香

　
　 

槇
本 

慎
太
郎

　
　 

酒
井 

政
博

　
　 

藤
澤 

宏
行

　
　 

光
永 

真
史

　
　 

井
手 

基
文

　
　 

糸
原 

香
里

■
廿
日
市
出
張
所

出
張
所
長

　
　 

宮
本 

隆
生

　
　 

森
田 

泰
之

　
　 

狭
間 

貴
宏

　
　 

谷
川 

秀
樹

　
　 

矢
野 

健
太

　
　 

安
田 

沙
織

本
　
所

世
羅
支
所

家
畜
診
療
所
等

支
所
長

　
　 

末
田 

紘
二

　   

（
管
理
課
長
兼
務
）

■
管
理
課

　
　 

坂
本 

真
由
美

　
　 

重
光 

俊
幸

　
　

■
事
業
課

課
長 

吉
崎 

浩
司

　
　 

小
川 

隆
宏

　
　 

石
井 

勇

　
　 

加
藤 

広
彰

　
　 

近
藤 

宏
顕

　
　 

重
村 

高
徳

　
　 

佐
々
木 

隆
彦

　
　 

石
川 

佐
智
子

　
　 

西
村 

崇

　
　 

藤
本 

聡
史

　
　 

行
村 

花
菜

■
安
芸
津
出
張
所

出
張
所
長

　
　 

大
島 

泰
山

　
　 

木
光 

崇
雄

　
　 

唐
原 

圭
三

　
　 

今
岡 

昌
士

　
　 

出
来
田 

昭
之

　
　 

東 

美
恵
子

　
　 

三
王 

健
文

■
江
田
島
連
絡
所

　
　 

井
原 

眞
悟

　
　 

久
保 

隆
裕

支
所
長

　
　 

今
中 

政
喜

　
　
（
管
理
課
長
兼
務
）

■
管
理
課

　
　 

池
田 

和
夫

　
　 

田
中 

克
枝

■
第
１
事
業
課

課
長 

松
村 

知
彦

　
　 

盛
定 

義
統

　
　 

和
田 

勝

　
　 

真
田 

朋
典

　
　 

小
川 

尚
哉

　
　 

島
田 

姫
里

　
　 

廣
田 

倫
孝

　
　 

谷
口 

知
明

　
　 

中
谷 

綾
子

■
第
２
事
業
課

課
長 

酒
井 

邦
男

　
　 

宗
行 

寛
明

　
　 

森
藤 

ひ
と
み

　
　 

新
矢 

睦
巳

　
　 

黒
杭 

洋
造

　
　 

小
松
原 

康
弘

　
　 

田
中 

千
絵

　
　 

上
田 

勇
希

　
　 

成
相 

真
宏

　
　 

津
田 

浩
周

支
所
長

　
　 

白
石 

政
美

　
　 

（
管
理
課
長
兼
務
）

■
管
理
課

　
　 

田
辺 

栄

　
　 

前
山 

有
紀

■
第
１
事
業
課

課
長 

松
浦 

宏
明

　
　 

今
田 

信
男

　
　 

山
形 

直
之

　
　 

立
川 

就
彦

　
　 

近
藤 

真
一

　
　 

坂
下 

順
一

　
　 

古
川 

敦
士

■
第
２
事
業
課

課
長 

中
森 

司

　
　 

山
本 

直
子

　
　 

茶
堂 

達

　
　 

中
村 

道
明

　
　 

宇
佐
美 

崇

　
　 

土
井 

雅
史

　
　 

和
田 

継
信

　
　 

片
山 

元
喜

　
　 

西
川 

光
昭

■
庄
原
家
畜
診
療
所

所
長 

片
山 

征
洋

　
　 

玉
川 

朋
治

　
　 

瀧
奥 

健
吾

　
　 

原
口 

麻
子

　
　 

上
之
郷 

佑
実

　
　 

平
田 

晴
美

　
　 

伊
藤 

忠
則

■
三
次
家
畜
診
療
所

所
長 

市
場 

聖
治

　
　 

伊
集
院 

潔

　
　 

河
野 

俊
朗

東
広
島
支
所

三
次
支
所

福
山
支
所

広
島
支
所

北
広
島
支
所

http://www.nosai-hiroshima.or.jp/

支
所
長

　
　 

金
清 

繁
昭

■
管
理
課

課
長 

矢
野 

博
登

　
　 

小
林 

瑞
穂

■
事
業
課

課
長 

鹿
田 

順
一
郎

　
　 

藤
原 

正
勝

　
　 

江
村 

和
昭

　
　 

尾
越 

徳
昭

　
　 

角
谷 

修
司

　
　 

竹
本 

真
由
美

　
　 

矢
吹 

良
枝

　
　 

林
内 

宏
之

　
　 

榊 

花
織

　
　 

横
山 

久
泰

　
　 

中
光 

智
子

　
　 

岩
田 

浩
希

支
所
長

　
　 

三
宅 

達
成

　
　 

（
管
理
課
長
兼
務
）

■
管
理
課

　
　 

若
鳥 

圭
介

　
　 

伊
藤 

順
子

■
第
１
事
業
課

課
長 

高
野 

良
治

　
　 

黒
田 

正
彦

　
　 

吉
森 

勝
文

　
　 

田
口 

玲
子

　
　 

立
石 

祥
三

　
　 

瀧
口 

真
弓

　
　 

国
実 

哲
弘

　
　 

永
谷 

仁
和

　
　 

谷
藤 

左
千
子

　
　 

前
山 

岳
彦

　
　 

片
岡 

高
志

　
　 

池
田 

智
也

■
第
２
事
業
課

課
長 

清
水 

芳
樹

　
　 

宍
戸 

弘

　
　 

伊
達 

一
則

　
　 

小
田 

純
之

　
　 

冨
原 

直
栄

　
　 

佐
々
木 

一
浩

　
　 

増
田 

真
理
子

　
　 

阿
賀 

孝
則

　
　 

山
中 

崇

　
　 

横
川 

勝
俊

　
　 

加
藤 

慎
矢

　
　 

石
原 

達
也

●
退
職
者

平
成
30
年
3
月
31
日
付

吉
岡 

道
宏

　
（
北
広
島
支
所
長
）

久
保 

隆
裕

　
（
東
広
島
支
所

　  

江
田
島
連
絡
所
）

山
田 

正
典

　
（
福
山
支
所
長
）

中
尾 

潤
子

　
（
福
山
支
所
事
業
課
）

山
形 

光
正

　
（
東
広
島
家
畜
診
療
所
）

平
成
30
年
5
月
31
日
付

倉
増 

浩
治

　
（
北
広
島
支
所

　 

第
1
事
業
課
）

●
再
雇
用

平
成
30
年
4
月
1
日
付

久
保 

隆
裕

　
（
東
広
島
支
所

　 

江
田
島
連
絡
所
）

2018  第16号

組
合
員
の
み
な
さ
ま
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

組
合
員
の
み
な
さ
ま
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
30
年
度
の

新
任
職
員

新
任
職
員
で
す
！

志
村 

実
香

（
北
広
島
家
畜
診
療
所
）

蔵
下 

依
子

（
本
所 

総
務
部 

企
画
情
報
課
）

林
原 

安
里

（
東
広
島
家
畜
診
療
所
）

糸
原 

香
里

（
広
島
支
所 

事
業
課
）

行
村 

花
菜

（
東
広
島
支
所 

事
業
課
）

岩
田 

浩
希

（
福
山
支
所 

事
業
課
）

職
員
紹
介

職 員 募 集職 員 募 集
広島県農業共済組合では、平成31年度の職員採用を予
定しています。
詳しい内容などは、次号の広報紙またはＮＯＳＡＩ広島
のホームページに随時掲載します。
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お問い合わせ・ご連絡先は最終ページをご覧ください。 事業のお知らせ事業のお知らせ

平成31年１月から加入する場合のスケジュール（個人の場合）

【 収入保険に関するＱ＆Ａ 】

加入申請
保険料等の算定

保険料・積立金
・事務費の納付

保険期間
(税の収入算定期間)

※法人は事業年度の1年間

保険金・
特約補てん金の

請求・支払

11月末まで 1月～12月 確定申告後
（3月～6月）12月末まで

平成31年 平成32年平成30年

加入申請に必要な書類
●加入申請書
●保険期間の営農計画書
●過去の税務申告書類の写し
●保険契約に関する誓約書等

営農・販売
●農作業日誌、販売に関する
　帳簿等の記入
●収入減少が見込まれる場合の
　事故発生通知
●営農計画変更通知等
　　　　　　　　　

確定申告・保険金請求
●平成31年の収入金額実績申告書
●平成31年の税務申告書類の写し

保険料・積立金は
分割支払いも可
（最終の納付期限は
保険期間の8月末）

　
収
入
保
険
の
対
象
収
入
は
、
ど
の
よ
う
に
し

て
計
算
す
る
の
で
す
か
。

　
収
入
保
険
で
は
、
自
ら
生
産
し
た
農
産
物
の

販
売
収
入
全
体
を
対
象
と
し
ま
す
。

　
そ
の
把
握
に
つ
い
て
は
、
青
色
申
告
決
算
書

に
お
け
る
収
入
金
額
の
算
定
方
法
に
準
じ
て
、

次
の
よ
う
に
計
算
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

※
雑
収
入
に
つ
い
て
は
、
農
産
物
の
販
売
収
入

に
関
係
の
な
い
も
の
も
含
み
ま
す
の
で
、
基

本
的
に
は
計
算
式
に
は
入
れ
ま
せ
ん
。

　
基
準
収
入
は
過
去
５
年
間
の
平
均
収
入
（
５

中
５
）
で
設
定
す
る
の
で
す
か
。

　
基
準
収
入
は
、
過
去
５
年
間
の
平
均
収
入

（
５
中
５
）
を
基
本
と
し
つ
つ
、
保
険
期
間
の

営
農
計
画
を
考
慮
し
て
設
定
し
ま
す
。
（
過
去

５
年
間
の
青
色
申
告
実
績
が
な
い
場
合
は
、
実

績
の
あ
る
年
の
平
均
収
入
）

　
た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
客
観
的
な
算

定
ル
ー
ル
を
用
い
て
基
準
収
入
を
設
定
し
ま
す
。

①
経
営
面
積
を
拡
大
す
る
場
合
は
、
過
去
の
単

位
面
積
当
た
り
平
均
収
入
お
よ
び
保
険
期
間

の
経
営
面
積
を
用
い
て
上
方
修
正
し
ま
す
。

②
過
去
の
収
入
に
上
昇
傾
向
が
あ
る
場
合
は
、

過
去
５
年
間
の
平
均
収
入
お
よ
び
各
年
の
収

入
の
上
昇
傾
向
の
平
均
値
を
用
い
て
上
方
修

正
し
ま
す
。

③
経
営
面
積
を
縮
小
す
る
場
合
や
単
収
・
単
価

の
低
い
作
物
へ
転
換
す
る
場
合
な
ど
は
、
こ

れ
ら
を
加
味
し
て
下
方
修
正
し
ま
す
。

　
収
入
保
険
と
類
似
制
度
の
掛
金
や
補
て

ん
金
の
比
較
が
で
き
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

ソ
フ
ト
を
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、７
月
か
ら
は
、過
去
の
税
務
申
告

書
類
を
用
意
い
た
だ
け
れ
ば
、よ
り
詳
し
い

保
険
料
等
の
試
算（
比
較
）が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、各
支
所
等
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
７
月
か
ら
各
支
所
等
で
、収
入
保
険
の
制

度
内
容
や
加
入
申
請
等
に
つ
い
て
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。相
談
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、最
寄
り
の
各
支
所
等
へ
事
前
に
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。こ
の
機
会
に
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

毎
週
火
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時

Q.1A.1A.2 Q.2
対象収入

=

+

+

農産物の販売金額

事業消費金額

期末棚卸高金額 

ー

期首棚卸高金額

収
入
保
険
を
体
験
し
て
み
ま
し
ょ
う

相
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

日
時

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
の
各
支
所
等

場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

補
償
の
仕
組
み

●
保
険
期
間
の
収
入
が
基
準
収
入
の
９

割
を
下
回
っ
た
場
合
に
、
下
回
っ
た

額
の
9
割
が
補
て
ん
さ
れ
ま
す
。

（
割
合
は
9
割
が
最
大
で
す
）

●
「
掛
捨
て
の
保
険
方
式
」
を
基
本
と

し
、
「
掛
捨
て
と
な
ら
な
い
積
立
方

式
」
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
（
選
択
加
入
）

●
保
険
料
に
つ
い
て
は
50
％
、積
立
金
に
つ

い
て
は
75
％
の
国
庫
補
助
が
あ
り
ま
す
。

●
保
険
料
率
は
、
1.
0
8
％
（
保
険
方

式
8
割
の
場
合
・
国
庫
補
助
後
）
で

す
。
保
険
料
率
は
車
の
保
険
と
同
じ

よ
う
に
、
保
険
金
の
受
け
取
り
が
少

な
い
方
は
、
保
険
料
率
の
段
階
が
下

が
っ
て
い
き
ま
す
。

加
入
に
つ
い
て

●
米
、
野
菜
、
果
樹
、
茶
、
シ
イ
タ

ケ
、
蜂
蜜
な
ど
、
農
産
物
な
ら
ど
ん

な
品
目
で
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

（
マ
ル
キ
ン
等
の
対
象
で
あ
る
肉
用

牛
、
肉
用
子
牛
、
肉
豚
お
よ
び
鶏
卵

は
対
象
外
で
す
）

●
青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
農
家
を
対
象

と
し
、
加
入
申
請
時
に
青
色
申
告
実
績

が
１
年
分
あ
れ
ば
加
入
で
き
ま
す
。

　
平
成
30
年
10
月
の
加
入
申
請
時
に
29
年

の
青
色
申
告
実
績
が
あ
れ
ば
、
31
年
１
月

（
31
年
の
農
産
物
販
売
収
入
を
対
象
）
か

ら
収
入
保
険
に
加
入
で
き
ま
す
。

　
収
入
保
険
は
、
新
し
い
作
物
の
導
入

や
販
路
拡
大
な
ど
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

農
家
を
支
援
す
る
保
険
で
す
。
自
然
災

害
だ
け
で
な
く
、
価
格
低
下
・
け
が
や

病
気
で
収
穫
で
き
な
い
な
ど
、
農
家
の

経
営
努
力
で
は
避
け
ら
れ
な
い
収
入
減

少
を
補
償
し
ま
す
。

●農家に用意いただくお金（試算）

●基準収入別保険料等の目安

基準収入が1,000万円の農家が
補償限度９割（保険８割＋積立１割）支払率９割を選択した場合

※積立金は自分のお金であり、補
てんに使われない限り、翌年に
持ち越されます。

※保険金の受け取りがなければ、
翌年の保険料率は下がります。

保険料 77,760円

事務費 22,320円

積立金 225,000円 合計
325,080円

初年度

平
成
30
年
10
月
か
ら

収
入
保
険
の
加
入
申
請

が
始
ま
り
ま
す

基準収入
保険方式

補てん金

72
216
360
720

万円

万円

万円

万円

100
300
500

1,000

万円

万円

万円

万円

保険料
（事務費含む）

13,860
32,580
51,300
98,100

円

円

円

円

保険方式+積立方式

補てん金

81
243
405
810

万円

万円

万円

万円

保険料+積立金
（事務費含む）

36,558
100,674
164,790
325,080

円

円

円

円

収入保険事業

収
入
減
少

基準収入

保険期間
の収入

自己責任部分

支払率（9割を上限として選択）

積立方式
で補てん
保険方式
で補てん

100％
90％（保険方式+
積立方式の補償限度額
の上限）
80％

（保険方式の補償限度額
の上限）

過去5年間の平均収入
（5中5）を基本

農家ごとの
過去5年間の農業収入

（注）5年以上の青色申告実績がある農家の場合

補てん方式のイメージ図
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水
稲
共
済
掛
金
等
は

期
限
内
に

納
入
く
だ
さ
い

水
稲
共
済
に
つ
い
て

落
雷
へ
の
備
え
は

十
分
で
す
か

自
然
災
害
は

突
然
や
っ
て
き
ま
す

高
齢
者
に
被
害
増
加

無
料
点
検
に
要
注
意

今
か
ら
取
り
組
む
獣
害
対
策

　
田
植
え
が
終
わ
り
、
青
々
と
し
た
水
田
が

各
地
で
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
時
期
、

シ
カ
が
若
い
稲
を
食
べ
た
り
、
出
穂
後
に
イ

ノ
シ
シ
が
穂
を
食
べ
た
り
踏
み
倒
し
た
り
と

い
っ
た
獣
害
が
発
生
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
、
し
っ
か
り
対
策

を
し
ま
し
ょ
う
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
の

鳥
獣
被
害
対
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら

獣
害
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

①
作
物
と
距
離
を
と
り
柵
を
設
置
す
る

　
せ
っ
か
く
電
気
柵
や
金
網
を
設
置
し
て

も
、
柵
か
ら
作
物
が
は
み
出
し
て
い
た
り
、

柵
外
か
ら
で
も
作
物
に
届
い
た
り
す
る
よ
う

な
設
置
の
仕
方
で
は
、
動
物
を
誘
引
す
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
こ
で
お
い
し
い
思

い
を
し
た
動
物
は
、
そ
の
後
、
無
理
を
し
て

で
も
中
に
入
ろ
う
と
し
ま
す
。

②
電
気
柵
は
昼
夜
通
し
て
通
電
す
る

　
通
電
し
て
い
な
い
昼
間
に
侵
入
し
味
を
し

め
た
動
物
は
、
夜
間
に
通
電
し
て
い
る
柵
に

触
れ
て
も
強
引
に
侵
入
す
る
こ
と
が
あ
る
た

め
、
効
果
が
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

③
定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る

　
金
網
な
ど
で
は
劣
化
や
壊
さ
れ
た
部
分
が

な
い
か
、
電
気
柵
で
は
電
線
を
張
る
高
さ

（
下
か
ら
３
段
は
20
㌢
、
４
段
目
は
30
㌢
間

隔
）
や
電
圧
は
適
正
か
、
草
が
伸
び
て
漏
電

し
て
い
な
い
か
な
ど
、
定
期
的
に
柵
の
周
辺

を
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

事
故
防
止
の
た
め
適
切
に
管
理
し

ま
し
ょ
う
。

●
電
気
柵
を
設
置
し
た
場
所
に
は
、

人
が
見
や
す
い
よ
う
に
必
ず
注
意

表
示
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
電
源
に
は
、
安
全
が
確
認
さ
れ
た

電
気
柵
用
の
電
源
装
置
を
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。

●
30
ボ
ル
ト
以
上
の
電
源
（
家
庭
用

コ
ン
セ
ン
ト
等
）
か
ら
電
気
の
供

給
を
受
け
る
場
合
は
、
必
ず
電
気

柵
用
の
漏
電
遮
断
器
を
設
置
し
て

く
だ
さ
い
。

●
電
気
柵
へ
電
気
を
供
給
す
る
電
路

に
は
、
専
用
の
電
源
ス
イ
ッ
チ
を

設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

※
雷
が
発
生
し
て
い
る
時
は
特
に
危
険

で
す
。
電
気
柵
本
器
や
柵
線
に
近

づ
か
な
い
よ
う
、
地
域
や
家
庭
で

の
呼
び
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

電気柵の安全な使用方法

【良い例】

【悪い例】
※作物が当たり、漏電の危険も

ご
加
入
の
農
機
具
に

更
新
は
あ
り
ま
せ
ん
か

事
故
連
絡
は

至
急
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ

お問い合わせ・ご連絡先は最終ページをご覧ください。 事業のお知らせ事業のお知らせ

　
農
家
の
皆
さ
ま
に
提
出
い
た
だ
い
た

水
稲
共
済
細
目
書
異
動
申
告
票
に
基
づ

き
、
水
稲
共
済
掛
金
等
を
計
算
し
ま
し

た
。
該
当
農
家
の
皆
さ
ま
へ
「
平
成
30

年
産 

農
作
物
共
済
（
水
稲
）
共
済
掛
金

等
の
納
入
に
つ
い
て
」
お
よ
び
「
引
受

内
容
確
認
書
」
を
お
送
り
し
ま
す
。
内

容
を
確
認
い
た
だ
き
、
期
限
内
に
共
済

掛
金
等
の
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
共
済
事
故
（
対
象
と
な
る
災
害
）

　
自
然
災
害
、
火
災
、
病
虫
害
、
鳥
獣
害

●
責
任
期
間

　
本
田
移
植
期
（
直
播
の
場
合
は
、
発

芽
期
）
か
ら
収
穫
す
る
ま
で
の
期
間

●
共
済
金
の
支
払
い

　
加
入
方
式
が
一
筆
方
式
７
割
補
償
の
場

合
、
耕
地
ご
と
に
基
準
収
穫
量
の
３
割
（
支

払
開
始
割
合
）
を
超
え
る
減
収
が
あ
る
と

き
に
共
済
金
の
支
払
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
被
害
申
告

　
共
済
事
故
が
発
生
し
、
選
択
し
た
支

払
開
始
割
合
を
超
え
る
減
収
が
見
込
ま

れ
る
場
合
は
、
必
ず
収
穫
前
に
組
合
へ

被
害
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
収
穫
後
に
被
害
申
告
さ
れ
た
場
合
は
、

支
払
い
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

●
分
割
評
価

　
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
侵
入
防
止
柵
の
管

理
や
肥
培
管
理
の
粗
放
ま
た
は
不
行
き

届
き
、
病
害
虫
防
除
の
不
適
切
な
ど
共

済
事
故
以
外
の
原
因
に
よ
る
減
収
が
あ

る
場
合
、
そ
れ
ら
の
原
因
に
よ
る
減
収

部
分
は
、
共
済
金
の
支
払
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

【
納
入
期
限
】
平
成
30
年
７
月
31
日

農
作
物
共
済

　
こ
れ
か
ら
の
時
期
、
落
雷
に
よ
る
被

害
が
増
加
し
ま
す
。
特
に
多
い
の
が
、

パ
ソ
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
電
話
機
等
の
家

電
製
品
へ
の
被
害
で
す
。
こ
れ
ら
の
家

電
製
品
へ
の
補
償
に
は
、
建
物
共
済
の

「
家
具
類
」
へ
の
ご
加
入
が
必
要
で

す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
で
は
、
皆
さ
ま
の

ご
要
望
に
応
じ
た
加
入
の
提
案
を
い
た

し
ま
す
。
現
在
の
補
償
を
見
直
し
て
、

落
雷
事
故
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

建
物
共
済

　
近
年
、
風
水
害
や
土
砂
崩
れ
、
雪
害

な
ど
の
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
が
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
広
島
県
で
も
、
平
成
30
年
１
月
か
ら

２
月
に
か
け
て
強
い
寒
波
が
襲
来
し
、

積
雪
に
よ
る
雨
ど
い
や
屋
根
の
損
傷
な

ど
が
数
多
く
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、

台
風
に
よ
り
屋
根
瓦
が
落
下
す
る
な
ど

の
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。

　
落
雷
や
火
災
に
加
え
、
自
然
災
害
も

補
償
す
る
総
合
共
済
へ
の
加
入
を
ご
検

討
く
だ
さ
い
。

●
損
害
額
が
１
万
円
を
超
え
た
場
合
に

支
払
い
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
住
宅
の
屋
根
や
床
下
を
「
無
料

で
点
検
し
ま
す
」
と
訪
問
し
て
き

た
業
者
に
は
要
注
意
で
す
。

　
「
こ
の
ま
ま
で
は
大
変
な
こ
と

に
な
る
」
と
不
安
を
あ
お
っ
た

り
、
「
屋
根
や
雨
ど
い
な
ど
壊
れ

た
箇
所
は
火
災
保
険
で
修
理
で
き

る
」
な
ど
と
誘
い
か
け
、
不
要
な

工
事
契
約
を
結
ば
せ
よ
う
と
し
ま

す
。
業
者
か
ら
の
話
を
う
の
み
に

せ
ず
、
必
ず
複
数
の
業
者
か
ら
見

積
も
り
を
と
っ
て
比
較
検
討
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　
少
し
で
も
不
審
に
思
っ
た
場
合

は
、
安
易
に
契
約
な
ど
せ
ず
、
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

総
合
共
済
の
ポ
イ
ン
ト

●
地
震
、
噴
火
、
津
波
に
よ
る
被
害

は
、
損
害
割
合
５
％
以
上
が
支
払
対

象
と
な
り
、
加
入
共
済
金
額
の
50
％

を
限
度
に
お
支
払
い
し
ま
す
。

※
総
合
共
済
に
は
加
入
で
き
る
建
物
に
制

限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
各
支

所
等
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

消
費
者
庁  

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

局
番
な
し
「
１
８
８
」

　
現
在
ご
加
入
い
た
だ
い
て
い
る
農
機

具
の
入
れ
替
え
等
を
さ
れ
た
と
き
は
、

手
続
き
が
必
要
で
す
。
手
続
き
が
済
ん

で
い
な
い
と
、
事
故
が
発
生
し
た
場
合

に
支
払
い
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

速
や
か
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
共
済
事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
、
す

ぐ
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
連
絡
の

遅
れ
に
よ
り
事
故
状
況
の
確
認
が
困
難

に
な
る
と
共
済
金
の
一
部
ま
た
は
全
て

が
免
責
と
な
り
、
支
払
対
象
と
な
ら
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

※
連
絡
前
に
修
理
さ
れ
た
場
合
は
、
支

払
い
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

農
機
具
共
済

農業共済事業
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消毒液等使用量 組合員負担額

畜舎消毒1回当たり

50ℓ以内
51ℓ～100ℓ以内

101ℓ～200ℓ以内
201ℓ～300ℓ以内
301ℓ～400ℓ以内
401ℓ～500ℓ以内

… 　 　 　

100ℓ増えるごと

500円
1,000円
2,000円
3,000円
4,000円
5,000円

　 …  　

+1,000円

大
豆
共
済
掛
金
等
は

期
限
内
に

納
入
く
だ
さ
い

畜
舎
消
毒
を

実
施
し
ま
す

家
畜
の
異
動
連
絡
は

速
や
か
に

家
畜
共
済

の
り
網
を

斡
旋
し
て
い
ま
す

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
・

シ
カ
な
ど
の
侵
入
防
止
ネ
ッ
ト
と
し

て
、
使
用
済
み
の
り
網
の
斡
旋
を

行
っ
て
い
ま
す
。
各
支
所
等
で
購
入

で
き
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
価
格
】
１
枚
６
０
０
円

【
規
格
】
高
さ
1.5
㍍
×
幅
18
㍍
程
度

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

損
害
防
止
事
業

今
回
の
食
材

共
済
掛
金
等
の
納
入
は

口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
共
済
事
業
を
適
正
に
運
営
す
る
た
め
、

組
合
員
の
皆
さ
ま
に
、共
済
掛
金
等
を
口

座
振
替
で
納
入
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

　
口
座
振
替
が
で
き
る
金
融
機
関
は
、

Ｊ
Ａ
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
県
内
に
本
店
を

置
く
銀
行
な
ど
で
す
。

　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

振
替
口
座
の
新
た
な
届
け
出
や
変
更

　
等
は
、各
支
所
等
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

沖
　貴
雄
さ
ん
（
26
）

安
芸
太
田
町

の
食
材
で

す
こ
や
か

レ
シ
ピ

「楽しく働ける農園を目指して、
日々のホウレンソウ栽培を頑張ります」と沖さん

お
き

た
か

お

　
4
年
前
に
就
農
し
、現
在
は
ハ
ウ
ス
18
棟（
46

㌃
）で
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
は
種
ま
き
か
ら
収
穫
の
作
業
を

１
年
の
間
に
5
回
行
い
ま
す
。収
穫
し
た
ホ
ウ
レ
ン

ソ
ウ
は
主
に
市
場
や
、戸
河
内
地
区
の「
太
田
川
産

直
市
」な
ど
へ
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　
障
が
い
者
支
援
施
設
へ
作
業
を
委
託
し
て
い
る

の
で
、仕
事
が
し
や
す
い
よ
う
作
業
用
機
械
を
導

入
す
る
こ
と
で
作
業
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
図

り
、安
定
生
産
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
み
ん
な
が
快
適
に
働
け
る「
楽
し
い
農
園
づ
く

り
」を
目
標
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

旬

　ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
は
、カ
ル
シ
ウ
ム

も
多
く
含
み
ま
す
が
、効
率
よ
く
取

る
に
は
ビ
タ
ミ
ン
D
や
K
の
多
い

食
品
と
一
緒
に
取
る
こ
と
が
勧
め

ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、鉄
分
を
多

く
含
む
の
で
貧
血
予
防
に
も
な
り

ま
す
が
、植
物
性
の
鉄
分
は
動
物
性

と
比
べ
て
吸
収
率
が
低
い
の
で
、タ

ン
パ
ク
質
や
ビ
タ
ミ
ン
C
の
多
い
食

品
と
組
み
合
わ
せ
る
と
よ
い
で

し
ょ
う
。

一
口
メ
モ

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

私
こ
の
食
材

私
も
作
っ
て
い
ま
す

お問い合わせ・ご連絡先は最終ページをご覧ください。 事 業 のお知らせ事 業 のお知らせ

　
提
出
い
た
だ
き
ま
し
た
「
平
成
30
年

産
　
畑
作
物
共
済
加
入
申
込
書
」
の
内

容
等
に
基
づ
き
、
大
豆
共
済
掛
金
等
の

計
算
を
行
い
、
「
平
成
30
年
産
　
畑
作

物
共
済
掛
金
賦
課
金
払
込
通
知
書
兼
内

容
通
知
書
」
を
お
送
り
し
ま
す
。
内
容

を
確
認
い
た
だ
き
、
期
限
内
に
共
済
掛

金
等
の
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
期
限
内
に
納
入
い
た
だ
け
な

か
っ
た
場
合
は
、
共
済
関
係
を
解
除
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
納

入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
家
畜
共
済
に
ご
加
入
の
組
合
員
の
皆

さ
ま
を
対
象
に
、
疾
病
予
防
を
目
的
と

し
て
畜
舎
消
毒
を
行
い
ま
す
。

●
使
用
す
る
消
毒
薬

　
残
留
農
薬
に
関
す
る
制
度
を
遵
守
し

た
、
休
薬
期
間
の
な
い
殺
虫
剤
お
よ
び

殺
菌
剤
を
使
用
し
ま
す
。

●
実
施
期
間

　
ハ
エ
等
の
害
虫
が
繁
殖
し
や
す
い
時

期
（
７
月
〜
９
月
）
に
実
施
し
ま
す
。

●
組
合
員
負
担
に
つ
い
て

　
左
表
の
と
お
り
負
担
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
実
施
時
期
、
申
し
込
み
方
法
な
ど
に

つ
き
ま
し
て
は
、
各
支
所
等
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
家
畜
の
導
入
や
譲
渡
、
子
牛
の
出
生

な
ど
の
異
動
が
生
じ
た
と
き
、
放
牧
等

に
よ
り
飼
養
場
所
を
変
更
し
た
と
き

は
、
速
や
か
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
通
知
が
遅
れ
た
場
合
や
通
知
が
な
い

場
合
は
、
共
済
金
を
お
支
払
い
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

※
併
せ
て
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー
へ
、
異

動
お
よ
び
死
亡
の
届
け
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
納
入
期
限
】
平
成
30
年
8
月
14
日

畑
作
物
共
済

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の

グ
ラ
タ
ン

　
緑
黄
色
野
菜
の
王
様
と
い
わ
れ
て
い
る
ホ
ウ

レ
ン
ソ
ウ
。
抗
酸
化
作
用
が
あ
り
、
免
疫
力
を

高
め
る
β
―
カ
ロ
テ
ン
、
ビ
タ
ミ
ン
C
、
造
血

や
成
長
促
進
の
働
き
の
あ
る
葉
酸
な
ど
の
ビ
タ

ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
を
多
く
含
む
食
材
で
す
。

　
今
回
の
献
立
は
、
ビ
タ
ミ
ン
D
の
多
い
サ

ケ
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
排
泄
を
抑
え
る
働
き
が
あ

る
と
さ
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
K
を
多
く
含
む
ホ
ウ
レ

ン
ソ
ウ
、
牛
乳
や
チ
ー
ズ
が
入
っ
て
い
る
の
で

一
日
に
取
り
た
い
カ
ル
シ
ウ
ム
量
の
半
分
が
取

れ
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
は
和
え
も

の
、
カ
レ
ー
、
ポ
タ
ー
ジ
ュ
、
チ
ャ
ー
ハ
ン
、

パ
ス
タ
、
揚
げ
物
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
献
立
に
使

え
、
彩
り
よ
く
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。

地
域
で
食
育
活
動
を

さ
れ
て
い
る

広
島
市
南
区
在
住

管
理
栄
養
士

田
中 

節
子 

先
生

材料（2人前）

ホウレンソウ
さけ缶
ミニトマト
　　卵
A　 牛乳
　　塩・こしょう
スライスチーズ
油またはバター(器に塗る)

1袋(２００ｇ)
１缶
５個
２個

３／４カップ
少々
２枚
適量

作り方

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

調理時間

（加熱時間を除く）

20 分

❶ホウレンソウは、茹でて2cmに切
る。ミニトマトは、へたを取る。さけ
缶は、サケと缶汁を分けておく。

❷ Aの卵、牛乳、塩、こしょうと缶汁を
混ぜる。

❸ 器に油またはバターを塗る。
❹ 器にホウレンソウ、サケ、ミニトマト

を並べて、❷を流し入れ、スライス
チーズをちぎってのせる。

❺ 1８0℃のオーブンまたはオーブン
トースターで15分くらい焼く。

農業共済事業



　
広
島
県
の
中
東
部
に
あ
る
世
羅
台
地
で
、

か
つ
て
生
産
が
盛
ん
だ
っ
た
世
羅
茶
。
「
き

れ
い
な
茶
畑
が
並
ぶ
里
山
の
景
観
を
取
り
戻

し
た
い
」
と
、
５
年
前
に
「
世
羅
茶
再
生
部

会
」
（
部
会
員
５
人
、
戸
田
雅
伸
代
表
＝
58

歳
）
が
始
め
た
世
羅
茶
復
活
の
取
り
組
み

が
、
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
ビ
ジ
ネ
ス
と

し
て
、
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

ブ
ラ
ン
ド
茶
の
復
活

　
１
９
３
０
年
代
に
栽
培
が
始
ま
っ
た
世
羅

茶
は
、
県
内
唯
一
の
ブ
ラ
ン
ド
茶
と
し
て
栄

え
、
70
年
80
年
代
の
最
盛
期
に

は
年
間
約
３
０
０
㌧
が
出
荷
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
80
年
代
以
降

は
、
価
格
低
迷
や
農
家
の
高
齢

化
な
ど
で
衰
退
し
、
生
産
者
も

激
減
し
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
中
、
町
内
の
有
志

で
設
立
し
た
世
羅
茶
再
生
部
会

は
、
長
年
放
置
さ
れ
た
茶
畑
を

整
備
し
、
こ
れ
ま
で
１
㌶
を
再

生
。
土
に
肥
料
を
与
え
、
木
の

手
入
れ
を
す
る
こ
と
で
、
始
動

し
た
翌
年
か
ら
収
穫
で
き
る
ほ

ど
に
復
活
し
ま
し
た
。
今
で

は
、
海
藻
な
ど
を
混
ぜ
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
有
機
肥
料
を
与
え
、

農
薬
も
一
切
使
わ
ず
に
栽
培
し

て
い
ま
す
。

　
「
世
羅
茶
は
口
当
た
り
が
良

く
、
適
度
な
渋
み
と
甘
み
が
あ
る
」
と
戸
田

代
表
。
標
高
が
高
く
昼
夜
の
寒
暖
差
が
あ

り
、
夜
露
朝
露
や
霧
で
水
分
が
保
た
れ
、
さ

ら
に
水
は
け
が
い
い
世
羅
の
土
質
は
、
茶
の

栽
培
に
適
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

付
加
価
値
を
高
め
た

商
品
を
開
発

　
「
世
羅
茶
を
復
活
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、

魅
力
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
り
立
た
せ
、

町
を
活
性
化
し
た
い
」
と
、
付
加
価
値
を
高

め
た
商
品
開
発
を
展
開
。
紅
茶
や
番
茶
の
ほ

か
、
乾
燥
さ
せ
た
地
元
の
ブ
ド
ウ
や
瀬
戸
内

の
か
ん
き
つ
を
ブ
レ
ン
ド
し
た
茶
葉
な
ど
も

販
売
し
て
い
ま
す
。

　
県
立
世
羅
高
等
学
校
で
は
授
業
の
一
環
と

し
て
、
生
徒
ら
が
世
羅
茶
を
使
っ
た
ケ
ー
キ

を
開
発
し
た
り
、
荒
れ
た
茶
畑
の
伐
採
や
除

草
を
し
た
り
、
世
羅
茶
復
活
に
貢
献
し
て
い

ま
す
。

ニ
ー
ズ
に
応
え
販
路
拡
大
へ

　
生
産
・
販
売

と
同
時
に
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
利
用
し

て
、
作
業
の
様

子
や
イ
ベ
ン
ト

の
情
報
な
ど
を

積
極
的
に
発

信
。
戸
田
代
表

は
「
若
い
人
が
興
味
を
持
ち
、
世
羅
で
茶
栽

培
に
携
わ
っ
て
定
住
し
て
も
ら
い
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
か
ら
新
た
な
機
械
を
導
入
し
、
製

茶
作
業
の
全
工
程
を
独
自
で
行
っ
て
い
ま

す
。
「
味
や
量
な
ど
独
自
に
調
整
で
き
る

の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
販

路
を
広
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
か
ら
も
世
羅
茶

の
魅
力
を
高
め
て
い
き
た
い
」
と
世
羅
茶

の
普
及
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
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世
羅
茶
ビ
ジ
ネ
ス
で

地
域
活
性
化

世羅町

地域の話題地域の話題
　
「
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の
殺
虫
効
果
は
抜

群
」
と
話
す
、
庄
原
市
高
野
町
の
ダ
イ
コ

ン
農
家
（
約
２
㌶
）
の
中
村
紀
洋
志
さ
ん

（
52
）
。
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
を
畑
に
す
き

込
む
こ
と
で
、
ダ
イ
コ
ン
に
黒
い
斑
点
を

付
け
る
天
敵
の
線
虫
を
寄
せ
付
け
ず
、
さ

ら
に
緑
肥
と
し
て
も
有
効
で
、
経
費
削

減
・
減
農
薬
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
５
月
中
旬
か
ら
、
自
家
採
取
し
た
種
で

苗
作
り
に
取
り
掛
か
り
、
６
月
ご
ろ
に
移

植
。
開
花
し
た
８
月
下
旬
ご
ろ
か
ら
４
回

程
度
、
花
や
茎
を
肥
料
な
ど
と
一
緒
に
す

き
込
み
ま
す
。
効
能
の
持
続
期
間
は
３
作

ほ
ど
。
夏
・
秋
・
夏
と
栽
培
す
る
ダ
イ
コ

ン
畑
に
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
植
え
付
け
て

い
ま
す
。

　
中
村
さ
ん
は
、
25
年
前
に
父
の
下
で
就

農
し
ま
し
た
。
当
時
は
、
線
虫
の
防
除
に

農
薬
を
多
く
使
い
、
コ
ス
ト
も
か
か
っ
て

い
た
と
い
い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ

ろ
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の
効
果
を
知
っ
た

中
村
さ
ん
は
、
線
虫
対
策
と
し
て
取
り
入

れ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
庄
原
北
部
営
農
セ
ン
タ
ー
の
職
員

は
「
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
に
は
害
虫
駆
除
の

効
果
が
あ
り
、
特
に
キ
タ
ネ
グ
サ
レ
セ
ン

チ
ュ
ウ
に
効
く
。
ま
た
、
イ
ノ
シ
シ
や
タ

ヌ
キ
は
匂
い
を
嫌
う
の
で
獣
害
対
策
に
も

な
っ
て
い
る
」
と
話
し
ま
す
。

　
中
村
さ
ん
は
「
移
植
や
管
理
な
ど
全
て

手
作
業
で
は
あ
る
が
、
効
果
は
素
晴
ら
し

い
の
で
、
で
き
る
限
り
続
け
て
良
い
ダ
イ

コ
ン
を
作
っ
て
い
き
た
い
」
と
笑
顔
で
話

し
ま
す
。

線
虫
退
治
と

緑
肥
の
効
果
を
実
感

庄原市

「ぜひ世羅茶を飲んでみてください」と戸田代表（左から２人目）と部会員

茶葉の刈り取り作業

製茶機にかけて完成した茶（荒茶）

収穫したての茶葉の製茶作業

「マリーゴールドのおかげで線虫の心配はない」と中村さん。自家産の
種を播いたマリーゴールドは丈が長く大きい

き

よ

し

新
鮮
で
お
い
し
い
ミ
ズ
ナ
を
家
族
と
一
緒
に

　
ハ
ウ
ス
33
棟
（
87
㌃
）
で
年
間
約

１
９
０
㌧
の
ミ
ズ
ナ
を
生
産
し
て
い

ま
す
。
私
が
就
農
し
た
当
時
、
手
間

の
掛
か
る
ミ
ズ
ナ
は
生
産
者
が
少
な

く
高
値
だ
っ
た
の
で
、
も
っ
と
手
軽

な
価
格
で
届
け
、
消
費
者
の
方
に
喜

ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
い
、
ミ
ズ
ナ

を
専
門
に
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
新
鮮
な
状
態
で
出
荷
す
る
た
め
、

夏
場
は
涼
し
い
朝
５
時
半
か
ら
収
穫

を
始
め
ま
す
。
土
作
り
に
も
力
を
入

れ
、
有
機
肥
料
を
与
え
て
お
い
し
い

野
菜
作
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
出
身
の
私
と
妻
の
ジ
ョ

ゼ
ル
マ
は
、
平
成
７
年
に
日
本
に
移

住
し
ま
し
た
。
12
年
４
月
か
ら
白
木

町
の
中
川
農
園
で
農
業
を
学
び
、
17

年
に
「
ハ
モ
ン
農
園
」
と
し
て
独
立

し
ま
し
た
。
地
主
に
か
け
合
い
農
地

を
借
り
、
中
古
の
ハ
ウ
ス
や
ト
ラ
ク

タ
ー
な
ど
を
集
め
、
ハ
ウ
ス
２
棟
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
軌
道
に
乗
る

ま
で
苦
労
し
ま
し
た
が
、
家
族
で
協

力
し
て
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
の
３
月
に
長
男
の
ジ
オ
ゴ
が

就
農
し
、
日
々
の
作
業
や
経
営
に
つ

い
て
基
本
か
ら
教
え
て
い
ま
す
。
11

歳
の
娘
も
や
り
た
い
と
言
っ
て
く
れ

て
い
る
の
で
、
将
来
は
２
㌶
ま
で
規

模
を
拡
大
し
、
家
族
み
ん
な
で
農
業

を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

広
島
市
安
佐
北
区
白
木
町

マ
ル
チ
ン
ス 

デ 

オ
リ
ベ
イ
ラ 
ハ
モ
ン 

さ
ん 

（
44
）

「年中柔らかい、おいしいミズナを食べてもらいたい」とハモンさん一家



「地域の話題」で紹介した世羅町のブランド茶「世羅茶」と、
世羅茶を使用したお菓子の詰め合わせをお届けします。
※商品により製造時期に限りがあるため、お届けする商品
が写真と異なる場合があります。

世羅茶再生部会の「世羅茶詰め合わせ」

正解者の中から抽選で30名様にプレゼント

今回のプレゼント

①織姫と彦星が会える日
②日本犬は、秋田犬・甲斐犬・紀州犬･
　○○犬・四国犬・北海道犬の６犬種
③農業災害補償法から農業○○○法へ
　改正（ヒント３ページ）
④「銀座」を業界用語で
⑥世羅町で栽培されるブランド茶
　（ヒント16ページ）
⑨贈答品としても人気な愛媛県の
　「今治○○○」
⑪白くて小さな花。○○○草
⑬抜刀による一撃を加える剣術
　（○○○切り、○○○抜きともいう）
⑭一人に一つしかない大切なもの
⑮乾季の対義語
⑯日本の古典芸能の１つ。「翁」などの面

を付けて舞い、謡いと囃子で構成され
ている

②学問や技術などの学び
　はじめのこと
⑤やればできること
　「○○○成る」
⑦意見を申し立てること
⑧花言葉「情熱」「愛情」の

花は？
⑨「舌」を英語で
⑩豊島ラーメンに使われて

いる魚（ヒント18ページ）
⑫似ている点をもとにして

他のことを推し量ること
⑰タンパク質を作る
　○○○酸
⑱ＮＯＳＡＩ広島の正式名

称「広島県農業○○○○
○組合」

タテのカギ ヨコのカギ

⑪

⑫ ⑬ ⑭

⑧

②①

⑱

⑤ ⑥ ⑦

③ ④

⑮ ⑯ ⑰
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NOSAIキャラクターの「ノーサイくん」が、地
域ならではの見所などを訪ねて県内を散策。
今回は、「安芸灘とびしま海道」で最後に開通
した豊島大橋でつながる呉市蒲刈町（上蒲刈
島）・豊浜町（豊島）に行ってきました。

かみ

じま とよ しま

かま がり

A B C D E

⑨
C

A

E

⑩

D

B

ワ
カ
ク
サ

安芸灘とびしま海道
（蒲刈町・豊浜町） 編

ア オ 　 ヤ ス 　 ミ
イ ノ マ マ 　 ツ ケ
ス マ ー ト フ ォ ン
　 チ ク 　 ル ー
エ コ 　 カ サ ネ ギ
ホ 　 ワ ザ ト 　 タ
ウ ン カ イ 　 ユ イ

　
上
蒲
刈
島
の
南
東
に
位
置
す
る「
県
民
の
浜
」

は
、平
成
８
年
に「
日
本
の
渚
・
百
選
」に
選
ば

れ
、夏
場
に
は
海
水
浴
や
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
な
ど
の

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
ま
す
。近
隣
に
は
、

宿
泊
施
設「
輝
き
の
館
」や
温
泉
施
設「
や
す
ら

ぎ
の
館
」、「
天
体
観
測
館
」、島
の
特
産「
藻
塩
」

作
り
を
体
験
で
き
る「
古
代
製
塩
遺
跡
復
元
展

示
館
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、隣
接
す
る「
恵

み
の
丘
蒲
刈
」で
は
、い
ち
ご
狩
り
、み
か
ん
狩
り

と
い
っ
た
収
穫
体
験
が
で
き
、四
季
折
々
の
瀬
戸

内
を
満
喫
で
き
ま
す
。

県
民
の
浜

　
「
豊
島
タ
チ
ウ
オ
」
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ

て
い
る
太
刀
魚
の
あ
ら
で
だ
し
を
と
っ
た
「
豊
島

ラ
ー
メ
ン
」
は
、
あ
っ
さ
り
と
し
た
ス
ー
プ
に
魚

の
う
ま
味
が
じ
ん
わ
り
広
が
る
ラ
ー
メ
ン
で
す
。

　
豊
浜
町
は
昔
か
ら
、
太
刀
魚
を
は
じ
め
漁
業
が

盛
ん
な
町
で
し
た
。
太
刀
魚
で
新
た
な
特
産
品
を

作
ろ
う
と
、
10
年
前
に
豊
島
ラ
ー
メ
ン
は
誕
生
し

ま
し
た
。

　
豊
島
ラ
ー
メ
ン
を
提
供
す
る
「
お
食
事
処
　
マ

リ
ち
ゃ
ん
」
で
は
、
一
夜
干
し
に
す
る
際
に
残
る

あ
ら
を
だ
し
に
使
用
し
て
い
ま
す
。
お
好
み
焼
き

屋
と
し
て
開
店
し
た
マ
リ
ち
ゃ
ん
で
す
が
、
今
で

は
豊
島
ラ
ー
メ
ン
と
の
二
枚
看
板
と
な
り
、
地
元

の
常
連
さ
ん
以
外
に
も
評
判
を
聞
い
た
お
客
さ
ん

が
遠
方
か
ら
や
っ
て
き
ま
す
。
元
漁
師
の
店
主
・

西
中
マ
リ
子
さ
ん
は
「
豊
島
ラ
ー
メ
ン
を
お
店
で

食
べ
ら
れ
る
の
は
う
ち
だ
け
」
と
話
し
ま
す
。

豊
島
ラ
ー
メ
ン

県民の浜 呉市蒲刈町大浦7605　TEL.0823-66-1177
（http://kennhama.net/）

問い合わせ先　呉市蒲刈Ｂ＆Ｇ海洋センター
呉市蒲刈町大浦8160　TEL.0823-66-1166
開催期間／４月～11月※毎週火曜日は休み
午前の部…10時～12時　午後の部…14時～16時　サンセットの部…16時～18時
参加料金／一般3,000円・中学生以下2,000円　申し込み／希望日の前日12時まで
※当日の参加は、予約が入っていなければ受付可。（http://kama-bg.net/）

お食事処  マリちゃん
呉市豊浜町大字豊島3597-1
TEL.0823-68-3199
営業時間/10時～15時　定休日/水曜日

豊島ラーメン
６５０円（税込み）

シーカヤック教室
県民の浜でおすすめの水上アク
ティビティ・シーカヤック。陸か
ら見る景色と、水上から見る景
色は全くの別物。日常から離れ、
澄んだ海の上をアメンボのよう
に進む気持ち良さを体験できま
す。波が静かな湾エリアもあり、
お子さまたちにも安心です。

サンセットの部もおすすめ

広島県
呉市

下蒲刈島
上蒲刈島

豊島 大崎下島
県民の浜

お食事処
マリちゃん

安芸灘大橋

蒲刈大橋
豊島大橋

豊浜大橋

●
健
康
豆
コ
ラ
ム
の
「
認
知
症
を
予
防
し
よ
う
」
を
読
み
、
私
は
毎

日
、
主
人
と
運
動
す
る
よ
う
に
病
院
に
行
っ
て
い
ま
す
。
体
を
動

か
す
こ
と
は
認
知
予
防
に
効
果
的
で
す
ね
。

 

広
島
市
安
佐
北
区
　
Ｍ
さ
ん
（
54
）

●
安
芸
高
田
市
に
住
ん
で
い
な
が
ら
神
楽
グ
ル
メ
を
知
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
今
度
、
行
っ
た
と
き
に
は
食
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

安
芸
高
田
市
甲
田
町
　
Ｙ
さ
ん
（
70
）

●
ト
ラ
ク
タ
ー
や
田
植
機
な
ど
の
農
機
具
も
補
償
し
て
も
ら
え
る
ん
で

す
ね
。
農
作
業
事
故
が
減
ら
な
い
中
、
う
れ
し
い
制
度
で
す
ね
。

東
広
島
市
西
条
町
　
Ｉ
さ
ん
（
28
）

ク
イ
ズ
の
応
募
に
合
わ
せ
て
た
く
さ
ん
の
お
声
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
中
か
ら
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

お
た
よ
り

は
が
き
に
答
え
を
書
い
て

送
っ
て
く
だ
さ
い
。

おもて うら

732－0052

広
島
市
東
区
光
町

一
丁
目
２
番
23
号

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島

　
　
　
　
ク
イ
ズ
係

●
締
め
切
り

（
当
日
の
消
印
有
効
）

平
成
30
年

9
月
21
日（
金
）

※

当
選
者
の
発
表
は
、景
品
の

発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

※

ご
意
見
・
ご
感
想
を
紙
面
で

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※

は
が
き
の
内
容
は
、景
品
の

発
送
と
紙
面
作
り
以
外
の

目
的
に
は
使
用
い
た
し
ま

せ
ん
。

※
ご
応
募
い
た
だ
い
た
6
0
6
通

の
は
が
き
の
中
か
ら
厳
正
な
抽

選
を
行
い
、30
名
の
方
に
景
品
を

お
届
け
し
ま
し
た
。

62
円

応
募
方
法

・クイズの答え
・郵便番号
・住所
・お名前
・年齢
・電話番号
・広報紙へのご意見・
 ご感想など

前
回
の
答
え

福山市新市町
Ｈさん（61）

庄原市東城町
Ｆさん（62）

すてきな絵手紙も
いただきました！

豊
島
ラ
ー
メ
ン
の

の
ぼ
り
が
目
印
だ
よ

豊
島
ラ
ー
メ
ン
の

の
ぼ
り
が
目
印
だ
よ

夏
に
は
家
族
連
れ
な
ど

た
く
さ
ん
の
人
で

大
に
ぎ
わ
い
だ
よ

夏
に
は
家
族
連
れ
な
ど

た
く
さ
ん
の
人
で

大
に
ぎ
わ
い
だ
よ
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安芸高田市・安芸太田町・北広島町

江田島市、呉市音戸町・倉橋町

三原市、尾道市、府中市、世羅町

福山市、神石高原町

三次市、庄原市

東広島市（安芸津町を除く）、呉市（安浦町・川尻町・
下蒲刈町・蒲刈町・豊浜町・豊町・音戸町・倉橋町を除く）
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〒732-0052
広島市東区光町1-2-23（6F）
〒738-0015
廿日市市本町10-14
〒731-1531
山県郡北広島町春木462-1
〒739-2106
東広島市高屋町稲木283-1
〒739-2402
東広島市安芸津町三津4680
〒737-2301
江田島市能美町中町3368-24
〒722-1121
世羅郡世羅町大字西上原118-2
〒720-1143
福山市駅家町大字下山守546-10
〒729-6201
三次市和知町360-5

広島市（佐伯区を除く）、
府中町・海田町・熊野町・坂町

竹原市、東広島市安芸津町、呉市安浦町・川尻町・
下蒲刈町・蒲刈町・豊浜町・豊町、大崎上島町

福山市の北部、標高400ｍの山の上にある集落
で暮らす太田さわちゃん（7）、登季子ちゃん（3）、
菜蕗ちゃん（１）3姉妹。
3年前、家族で築100年の家に引っ越してきまし
た。自然豊かな地域でのびのび育っています。

表紙写真紹介

と

ふ き

き こ

東
広
島
市
高
屋
町

向
原 

寛
二
さ
ん（
83
）

　
　 

美
奈
子
さ
ん（
83
）

む
か
い
は
ら

か
ん

じ

み

な

こひろしま
のうさい

安心と信
頼を届けるコミュニケーション紙

特  

集 

第 号16
2018

　
清
掃
用
品
の
レ
ン
タ
ル
や
販
売
を
行
う

会
社
に
勤
務
し
て
い
て
、
１
日
に
20
〜
30

件
の
企
業
や
お
宅
を
訪
問
し
ま
す
。
マ
ッ

ト
や
モ
ッ
プ
の
交
換
に
伺
う
際
に
は
、
元

気
よ
く
大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
す
る
こ
と

を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
祖
父
母
が
お
米
を
作
っ
て
い
る
の
で
、

毎
年
春
に
は
田
植
え
の
手
伝
い
を
し
て
い

ま
す
。
家
族
み
ん
な
で
作
業
す
る
の
は
楽

し
い
で
す
ね
。

下
岡 

茉
央
さ
ん
（
19
）

し
も
お
か

ま

お
庄
原
市
総
領
町

き
ら
り

　
共
済
委
員
を
務
め
て
27
年
。
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。

　
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
小
学
校
で
米
や
野
菜
の
作
付
け
か
ら
収

穫
ま
で
を
指
導
し
て
い
ま
す
。
農
業
の
喜
び
、
楽
し
み
を
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
は
、
農
家
に
出
向
き
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
り
、
し
っ
か
り
向
き
合
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の

第
5
回 

通
常
総
代
会
開
催

第
5
回 

通
常
総
代
会
開
催


